
学校評価の集計結果（生徒） 
全体 368名(82％) 

１年 121名(83％) 

２年 117名(82％) 

３年 130名(80％) 

＜全校生徒＞ 

 

質問１６については １：１０冊以上 ２：９～５冊 ３：４～１冊 ４：０冊 

  



【アンケートからの考察】（生徒） 
○学校生活について、「楽しい学校生活が送れている」「安心して学校生活が送れている」「仲の良い友人がい

る」では昨年同様９割以上の生徒が肯定的に答えている。そして校則や時間を守り学校生活を送っている。

今年度も学校全体が落ち着いており､真面目に取り組む生徒が多く生活しやすい環境が整っていると考える。 

○学校行事にも積極的に取り組んだと肯定的に答えている。コロナ禍での制約がある中、各行事も徐々に以前

の形に近づけ実施している。行事に取り組める喜びを多くの生徒が感じている。 

○学習面では、「授業に興味感心をもつ」「授業がわかる」については８割以上の生徒が肯定的に答えている。

しかし、前年度と比べると、肯定的な意見は４ポイントほど低下している。肯定的な答えは、学年が下がる

ほど下降している。各教科において生徒の状況を把握分析し、個に応じた生徒に手厚い丁寧な指導を実践し、

わかる授業、魅力ある学習を展開し学習意欲を高めて行きたい。 

○昨年と同じように家庭学習の時間が短い。肯定的に答えた生徒は、昨年と比べ１０ポイント減の５５％とな

った。定期考査前や、タブレットを活用した家庭学習ｅライブラリ学習週間などでは、家庭学習時間が増え

るが、引き続き学習意欲を高め、家庭学習の定着、学習時間の伸張を図りたい。 

○今年度も地域のボランティア活動には参加できていない生徒が多い。コロナ禍のため、参加できるボランテ

ィア活動がなくなったためであるが、少しずつ状況も変わり、ボランティアを行う機会も増えてくる。今後

はどんどん参加できるよう働きかけていく。 

○「学校からの便りやプリントは、すぐに保護者に渡しましたか。」「家庭では、学校についての話をよくしま

したか。」については、前年度より肯定的な答えが５ポイントほど低下している。連絡メールによる配布物

の周知や、学校だより、学年だより等の発行やＨＰの充実により学校の話題が家庭でも話せるよう、情報提

供をしながら学校からも働きかけていきたい。 

○９６％の生徒が「本校へ入学してよかった」と感じている。これからも地域や保護者、生徒から信頼される

学校を目指し、生徒の夢や希望を育んでいきたい。また、様々な事情により登校できない生徒についても、

一人一人に寄り添い、登校への支援をしていきたい。今後も家庭でも学校のことや、進路について、そして

生き方について話す機会をぜひ設けていただき、地域、保護者、学校が一つとなって生徒を育む学校を目指

していきたい。 

 

質問内容 

１ 進んであいさつができていましたか。 
２ 楽しい学校生活が送れていましたか。 
３ 安心して学校生活が送れていましたか。 
４ 仲の良い友人がいましたか。 
５ 服装や頭髪、不要物などの校則を守ることができましたか。 
６ 遅刻やチャイム着席など、時間を守ることができましたか。 
７ 話を聞いてくれ、相談できる友達、先生等がいましたか。 
８ 先生たちは、いじめや問題行動などに対してきちんと指導してくれましたか。 
９ 学校行事に積極的に取り組んでいましたか。 
10 部活動に意欲的に参加出来ましたか。 
11 委員会や係活動に積極的に参加出来ましたか。 
12 授業内容に興味関心をもてましたか。 
13 授業内容がよく理解できましたか。 
14 授業では先生の話を聞き、意欲的に取り組みましたか。 
15 授業の用具や提出物など忘れ物がないようにしましたか。 

16 
１年間でおよそ何冊くらいの本を読みましたか。 

①：１０冊以上 ②：９～５冊 ③：４～１冊 ④：０冊 
17 保健体育の授業を通して体力テストの記録向上に向け、自ら掲げた目標を達成できましたか。 
18 家庭学習を平日１時間以上行いましたか。 
19 多くの活動を通して「働くこと」や「学ぶこと」への関心や意欲を高めることができましたか。 
20 ボランティアや地域の行事に積極的に参加しましたか。 
21 学習用ｉＰａｄ、スマートフォンや SNSの使い方のルールを守れましたか。 
22 学校からの便りやプリントは、すぐに保護者に渡しましたか。 
23 家庭では、学校についての話をよくしましたか。 
24 将来に、夢や希望はありますか。 
25 南葛西中に入学してよかったと思いますか。 
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